






要約:「マターナルフェニルケトン尿症(以下 MPKU)予防と教育のためのシステム構想」を

検討した。この課題に対して、「新生児スクリーニング陽性者の長期フォロー」,「年長者

に対する再スクリーニング」,「妊娠時スクリーニング」の 3 つの手段を検討した。これ

らのシステム構想の実現可能性を検討するために、滋賀県内の医療・教育関係者にアンケ

ート調査を実施した。将来的には、各地域に MPKU の予防と治療の基幹施設を設置し、患

者データの集積、カウンセリング、治療情報の伝達の中心とすることが重要であると思わ

れた。


